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― あるいは関に悟られたのを悔や瑚 喘

稲賀 繁美ぃ
…

書くことは語を覚えるつ

● 「武術の真剣勝負に,合 い抜けてふ極意

あり。一サ■―に

…

るに,搬 よリキま相

活を選ぶt双 方の見切りの謂なり。ただしこ

の逸 傭兵や用心棒に適することなし。我が

一身を守る:… 名人たりといえども,我

が身ならぬ身を守るとなれに 意に反し,隙

を作るぎるヽ らヽ
｀
九 故に野良犬とお庭番と

の優劣を競うこと,意味無し。もとより比ぶ

べき根拠を欠きたればなり」。助太刀lム名

人にも時に理不尽な決闘。不覚への自鳥

●<慇 懃無札>な る修辞学には十三分に自

党的な撤き餌の小蝦としては それに再魔嗜

み付いて頂き,さ らなる議論の深淵へと引き

込まれたかったのに,鯰 付け込むはは随

所に用意して差し上げておいた筈なのに。と

lれ えヽ引喘曝こ敏なる,何 こ 一社を以て応

えぎらん。

●異文化理篤 といった問題設定そのもの

ハ 文化的差異を横切つて通底するジェンダ

ー問題をかえっd隠蔽する武器となりうる姑

息さを秘めていることは すで1錫1途指摘し

た。すべての差別構造の原論としてのジェン

ダー論の絶対的優位を立論すること1主論理

的操作として十分可能であるし,男 女を問わ

ずその水準の議者も存在する。ジェンダ‐論

を無理にお行儀のよい,物 ウかりのよい武器

として相対化する湖 よ 政治的には失策た

り得る筈。当方の千野批判はこの点の不徹底

への苛立ちゆた

―

を自称しながら,り 、に命運尽きた

遺物なと 自ずと崩れるに任すべし。噛嘩を

挑むのは それに値する相手だけで十分.己

が牙を肝ぐためには,仲 間をも襲うのが古来

強者の他 醸 ,弱 者を代弁する働 ヽ

強者の武器を手にするのは卑劣。武とは矛を

止めるの意味もところt敵 方の矛

―

J

に徹し,そ の武器をさらに鋭利にする営みは

力曲 麟田[― る力ヽ

織 と単独者。どちらい は 各自

の責任ぉとはいえ弱者が上むを得ず徒党に救

済を求め,強 者がそ

―

に無自党であるが

ゆえに,単 独者

…

錯党に自

―

を党

える危険も常。弱者が連帯する際の論理その

ものがしその場を支配する強者にによって握

られており,そ れゆえ弱者の連帯l― 手

中で悪あがきを強いられる。その上で,ジ ェ

あいだ嶽メ9
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ンダー論者とは従党雄 ま

…

権利も,

マイノリティー001と して最低限保証され

てしかるべき。

●以上の応答に加えて,異 餞ひとつ : 唯

―

t― は うやくそつ嗣 勘
(ワープロのア討 に至ったばかりならずや?

ジェンダ=論 が示唆しながら,な お未解決

のままでヽ 当方も扱いに困っている問題を,

ようやくいくつか論点として抽出したの汎

前回当方¨ 副臨 今からが 「後世
への歴史的強産」たりうる正念場だつたざ 。

呼 L‐bい 前口 (当方の如きで?)と して

認知して自いても,餞綸を回避されては様子

外しも同然の 胸 。

●論点その1:屡 申像のヘグモコーをめぐ

る権力闘争の相 卜晩 後陶鶴慇め らする歴

史働 ヽ あくまで再構成でしかありえないと

し綸 その

― ―

Hllムジエンダ

ー論であろう力ヽ それ以外のいかなるイズム

であろう鴻 そうしたイズムを否認する立場

であろう汎 回避できない。はたしてジェン

グ膏撤まれ 聞

…

中で膠喘艶胚泣場

に充足してよいのか。

●論点その2:ジ ェンダ∵史学の党派性認

知のための政治学じ現在の社会に貫徹されて

いる秩序や権威のからくりを暴露し糾弾する

武器として,積 極的にジェンダー論の射程を

評価した場合 みずからは権力から自由であ

りながら枷 手段として動 綺

るために必要な動 学会戦略はいかに

実践され,評 価されうるか (されるべきか,

という倫理蓼場幌淀聟■まなく)。

●論点その3:ア イデンティティー・ポリ

テイックスと当

― ―

にむけて。女性
の痛冽灘 0な けれ動 らヽない,と いつ

た言表の危険は保留したうだt自 分の痛み

は 当事者以外にI対鮪「もされなけれ咸 伝

達も不可能たのか。もちろれ 他清つ痛みは

―

ないという限界は当初から認めつつ,

その痛み舜 ないという無念さ,歯痒

さをいわば否自的な煤体として共有すること

に,倫理の基礎な見いだす―…といった程度

の調議ではたして慟 。ヽ

●ミソジエ■開駐 ホモフォビア嫌懸もゼ

ノフ瘤 醐 帥  「

―

hな ら

ずや。寛容は不寛容に鶏容たりうるか?

負 gendermutant,h“ 配し spedac

c蟹 麗ねrく期日光曖魅くれあ>の 立場の<当

事者>に 優先権を与えてしかるべき案件に,

みだりに夕喩して競合 (まして排除)し たり

はしないこと。ただし必要かつ (<″電>に

とって)― 獅 囃 裁 たとえ

<襲 う>と いう嶼解 (!)を 招いても,《 c》

の立場から,欠 点や遺漏をきちんと指摘する

―

に市賜 りや?(こ れではジェンダ

ー的視線といえないのでせうか?)

●哄笑としての罵りあい。層詈雑言の応酬

t請 にカタリンシス

ー
…

夜の

憩 これ雄 し損なった稗に 漸愧の念

とともに認めたい。脇を固めた解釈学。考証

学に終始して,軽 くあしらわれました。たた

かい一一局所的決闘一―からは生還できたよ

うです帆 これでは 「まけいくさ」軌

ヤンヌ,レカナ。生涯何度とはありえない<大

物>と の対局なの1こ 必要な挑発に失改し,

論争を失敗lф らせたのは ひとえに当方

の見蔽利巳 月報Ю不党。ただし,こ んな体

たらくとなったのも,す べて男である我々 が

悪いので丸 と居直りなさい,と の御忠告も。

●ジェンダ■論¬般なるものが存在しない

以上。それに対する<意 味づけあるいは位置

づけ>を 求められても困ります。
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わけや帰属などどうでもよいように思います。

その資 、千野氏と若乗氏の視点の差は 「当

然」で片づけられるものではなく,ま たジェ

ング‐論をく客口的科学>で はない]と き諄

されたのは明白な前言テッカイないし自己矛

盾ですの■ ―

―

申し上け 。




